























































2000年から 2010年までの参加者のうち、 l歳から 5歳まで追跡、可能な子どもと養育者869組である。質問




18か月時に養育者の共感性発達への配慮得点が高いと 42か月時の自己制御得点が高い(rニ0.15，p < 0.05)、





機会がある」場合、運動制御が高い (r= 0.18， p < 0.05)、「配偶者の育児協力の機会があるj場合、共感性が















l 歳前後は音声をまねる、言語を 1~2 諾正しくまねるなど、言語の習得が伸びる時期であり、自己表現
には言語発達が重要である。言語発達を促すかかわりのひとつである「本の読み関かせ機会jや、多様なコ
ミュニケーションを楽しむ機会である「家族で一緒に食事する機会Jなど、家庭における認知的刺激や、情
緒的かかわりの豊かさが就学前の自己表現発達に影響することが示唆された。
審査の結果の要旨
本研究は、子どもの社会能力の発達について、養育者の関わりとの関連に焦点を当てた、独創性の高い研
究である。調査は、行動観察 174組、質問紙調査869組と十分なサンプル数が確保され、また横断調査では
なく前向きコホート研究で実施されており、妥当性の高い結果が得られている。本研究の結果から、子ども
の社会性発達に関して、養育者の家庭でのかかわりの質を高める支援の重要性が示唆されるなど、社会的に
も価値のある知見が得られている。
平成 25年1月11日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。
よって、著者は博士(医学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
704 
